
 平  成２５年  度  学  校  自  己  評  価  シ  ス  テ  ム  シ  ー  ト  （さいたま市立浦和高等学校）  

  目指す学校像  中高一貫教育校として、浦和中学校と連携を密にし、生徒の個性と能力を重視した特色
ある教育活動を展開する。 

 
 
 
 
 
 

    
 
 達 
 
 成 
 
 度 

 Ａ   ほぼ達成  （８割以上）   

 
 Ｂ   概ね達成  （６割以上） 

 
    重  点  目  標  

１中高一貫教育校としての更なる充実  
２高い次元におけるバランスのとれた教育の充実  
３国際理解教育と開かれた学校づくりの推進   

 
 Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

 Ｄ   不 十 分  （４割未満） 
 
    ※  重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。  
      ※  番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。  

                      学    校    自    己    評    価    学  校  関  係  者  評  価  

年   度   目   標  年  度  評  価（２月１日現在）  実施日  平成２６年２月１３日  
番号  現状と課題  評価項目  具体的方策  方策の評価指標  評価項目の達成状況  達成度  次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見･要望･評価等  

  
  
  

 

 

 １ 

・中高一貫教育一期生が卒業
し、進学実績の面で高い成
果をあげた。その成果検証
を踏まえて本校の特色化の
推進、更なる充実が求めら
れている。 

・教育活動のあらゆる面にお
いて、中学校と高等学校と
の連結部分に焦点をあて、
効果的なつながりを探究
し、教育の一貫性をさらに
促進する。 

 

・６年間の教育活
動の成果検証を
行い、中高一貫
教育校としての
更なる充実を図
る。 

①中高連携委員会等にお
いて６年間の教育活動
の成果検証を実施する。 

②中高合同教科会・研修会
を定例化し、６年間を見
通した学習計画・授業内
容を充実する。 

③中高相互の授業公開を
活性化する。 

④文化祭、体育祭等の合同
行事及び中高合同の部
活動を推進する。 

⑤中高合同生徒指導部会
を効果的に行う。 

①理念とﾆｰｽﾞのﾊﾞﾗﾝｽ
の取れた教育ができ
たか。 

②中高合同教科会・合
同教員研修会の回
数。高校へのつなぎ
学習の状況。 

③公開授業参加者数。 

④中高合同行事・部活
動の実施状況。  

⑤合同生徒指導部会の
実施回数。 

 

①中高一貫教育推進委員会が中

心となり、成果検証を行う研修

会等を企画・運営した。 

②中高合同教員研修会を２回 

開き、さらに 11/7 の中高合同教

育課程委員会で繋ぎ学習の進

捗状況を確認した。 

③中高教員相互授業公開期間の

10/11 に協調学習を題材に公開

授業を開き、外部からも 23 名

の参加があった。 

④文化祭は 5000 人以上の来場者

があり、体育祭は各ブロックの

決起集会が加わり盛況だった。 

・7/1 から中学３年生が高校部活

動に参加できるようにした。 

⑤学期末に計２回開催した。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・分掌や委員会については、 

教育の一貫性が図られた 

が、教科については、中  

高接続の在り方に工夫の 

余地を残した。 

・中校合同の教科会を定期 

的に開催できなかった教 

科もあったが、要因の一 

つは、授業によって会議 

に出席できない者がいた 

ためである。中高の時間 

割編成の段階で中高相互 

で調整し改善を図る。 

 

・中高一貫教育校として、中高の連携 

は体育祭に見られるように様々な面 

で前進している。中高６年間を見据 

えたカリキュラムを計画的に進めて 

いることを評価する。 

・中高一貫教育を進めるにあたり、各 

教科について、その連結部分の内容 

を充実させることは、極めて重要で 

 ある。中高合同の教科会の定期開催 

は必須である。 

・高校の「学校自己評価に関するアン 

ケート」の質問項目に中高一貫の良 

さを問うものを加え、更なる教育活 

動の充実に繋げてもらいたい。 

  
  
  

 

 

 

 

 ２ 

・内部進学１期生の卒業年度
であり、一般生も切磋琢磨
して国公立大学112名、私立
大学1160名が合格した。 

・生徒の高いニーズに応える
ことのできる授業、高い目
標に挑戦する生徒を生み出
し伸ばす、計画的かつ組織
的な進路指導が求められて
いる。 

・『人間力』を育てる教育活
動を推進し、社会のリーダ
ーに必要な規範意識を育て
る生徒指導が求められてい
る。 

・登下校の交通マナーや制服
の着こなし等に関する指導
が必要である。 

 

・授業の質をさら
に高め、進路実
績につなげる。 

 

・活気ある部活動
を推進する。 

 

・規律ある学校生
活を確立する。 

 

①進学指導重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
により先進校や予備校
の指導法に学び授業力
の向上を図る。 

②授業評価ｱﾝｹｰﾄ結果を授
業改善に活用する。また
協調学習の手法を取り
入れ授業改善を図る 

③自習室の整備や進学補
習の拡充を図り、学習時
間を確保する。 

④部活動を通して、社会に
出て逞しく生き抜いて
いく力を育成する。 

⑤登下校の交通マナー指
導や身だしなみ指導（ス
カート丈等）の徹底を図
り、規範意識を育てる。 

①大学入試センターの
受験率･得点状況。国
公立大学や難関大学
合格者数。 

②授業評価ｱﾝｹｰﾄ結 
果の向上。 

③個別面談や進路ガイ
ダンス、課業日及び
長期休業中の進学補
習等の実施回数。 

④部活動の参加率や大
会の成績。 

⑤交通マナーの遵守及
び制服の着こなし状
況。 

①センター受験者は 316 名（98.8  

  ％）であり得点平均も県公立

高校の上位であった。 

②全教員の約 82％が良い評価を

得た。（５段階評価の４以上） 

③２回の面談週間で個別面談を

実施。9/14 に１年に卒業生講演

会を10/23に２年希望者に県立

大学教授による看護・医療系模

擬講義を行った。夏季講習は

60講座 約2000名が受講した。 

④部活動参加率は約９割。 

・サッカー部が全国選手権大会ベ

スト 16、インターアクト部が

全国ディベート大会３位、放送

部が全国大会に出場した。 

⑤10/1～10/7 の PTA と連携した

登校指導など組織的な指導に

より着実に効果がでている。 

   
   
   
   
   
 Ａ 
    

・文武両道をモットーにし 

て、学習・進学指導、部 

活動・生徒指導を積極的 

に行った。其々の指導の 

成果は確実に表れている 

が、文と武の両立が困難 

になりつつある者もいる。 

・生徒に高い志を持たせ、 

文武両面にわたり、さら 

なる向上を目指させる一 

方で、学校生活に改善の 

余地がある者に対し、指 

導や支援を組織的に行う 

必要がある。学力向上委 

委員会を中心に策を講じ 

て解決を図る。 
   

・進学実績が着実に上がっていること 

を評価する。生徒に高い志を持たせ、
難関大学への挑戦をさらに一層進め 

るべきである。 

・キャリア教育を充実させ、生徒に職 

業観に立った将来目標を持たせても 

らいたい。卒業生の「生きた声」を 

聞ける機会も増やしてほしい。 

・サッカー部の全国選手権大会での大 

活躍は非常に高く評価できる。部活 

動が活発に行われることを望む。 

・２学期の保護者と連携した登校・服 

装指導はとても効果があった。身だ 

しなみ指導（スカート丈等）につい 

ては、来年度も継続的に行っていく 

ことを望む。 

  
  
   

 

 

 

 

 

 ３ 

・高い知性と豊かな感性を育
て、国際社会でリーダーと
して活躍する生徒育成のた
め、双方向の国際理解教育
を推進している。 

・ホームページの充実をはじ
め、公開授業、学校説明会
等様々な機会を活用し、本
校の具体的な取組の情報提
供を行う。 

・土曜公開授業を通して地域
のニーズに応じた開かれた
学校づくりが求められてい
る。 

 
・国際理解教育

に積極的に取
り組む。  

 
・開かれた学校

づくりを推進
する。  

①海外研修派遣事業や留
学生受け入れ事業、海外
修学旅行を推進する。 

②ＨＰの充実に努め、生
徒・保護者・地域に本校
の取組を随時発信する。 

③学校説明会の実施方法
を工夫し、入学希望者に
対して、具体的な情報提
供が行えるようにする。 

④土曜公開授業を通して、
学校と地域の相互理解
を深める。 

①国際交流等の実施回
数とその内容。 

②ホームページの更新
回数及び閲覧回数。 

③学校説明会や公開授
業の実施回数及び参
加者数の増加。 

④土曜公開授業参加者
数と参加者アンケー
トの満足度。 

①留学生２名を派遣し１名を受

入れた。シンガポール・マレー

シアへの海外修学旅行は成功

し、生徒の国際理解を深めた。 

②11 月にＨＰをリニューアルし、

2/13 現在アクセス 69111 件、

１日平均約 500 数件。市高トピ 

ックスの更新 175 回。 

③8/17 18 学校説明会 2827 名。

10/12 10/26 11/9 公開授業参加

者数 632 名。 

④土曜公開授業を 15 回実施

（2/13 現在）。中学生・保護者

889 名、本校保護者 39 名。参

加者アンケート概ね良好。 

 

 

  

 

 Ａ 

・国際理解教育は、取組内 

容の充実度を高め、今後 

も効果的な指導を継続し 

て行う。スーパーグロー 

バルハイスクール（グロー 

バル化に対する文科省推進事業）

に応募した。指定を受け 

た場合は、事業推進が課 

題になるが、国際交流委 

員会等を中心に取組む。 

・開かれた学校づくりは、 

市内外の中学生と保護者 

に対する情報発信をさら 

に工夫し、充実を図る。 

・積極的な国際理解教育の取組を高く 

評価する。国際社会で活躍するリー 
ダーを育成するためには、実際に国 
際社会で活躍する人々と交流する 
機会を設定するなどの事業推進が 
必要であると考える。 

・スーパーグローバルハイスクール事 

業指定に大いに期待する。 

・ホームページのリニューアルと積極 

的な更新は、開かれた学校づくりを 

強く推進するものであり、高く評価 

する。今後も継続してもらいたい。 

  


